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企画展「『夢の超特急』誕生！～新幹線モデル線を振り返る～」のお知らせ 

 

 

リニア・鉄道館では、東海道新幹線開業に先駆けて「新幹線モデル線」において繰り

返し行われた実証試験や「夢の超特急」を実現させた技術の数々について、当時の貴重

な資料や写真、映像、模型などにより紹介する企画展を開催します。 

 

１ 開催期間 

  平成２５年１０月３０日（水）～平成２６年１０月２７日（月） 

※毎週火曜日、１２月２８日～１月１日は休館日です。 

※春休み、ゴールデンウィーク、夏休み、冬休みは火曜日も開館します。 

 

２ 場所 

「収蔵展示室」及びデリカステーション前デジタルフォトギャラリー 

（リニア・鉄道館２階） 

 

３ 概要 

  約半世紀にわたり日本の大動脈として走り続けている東海道新幹線。今回の企画

展では、新幹線開業に先駆けて神奈川県の綾瀬～小田原間の「新幹線モデル線」で

繰り返し行われた実証試験や「夢の超特急」を実現させた技術の数々について、当

時の貴重な資料や写真、映像、模型などにより紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試作電車Ａ編成（提供：久保敏） 



４ 主な展示概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※上記の展示は入館料のみでご覧いただけます。 

※展示内容は予告なく変更する場合があります。 
 

新幹線開業時の東京駅（提供：星晃） 

（１）新幹線建設を急げ （２）研究成果の集大成 ～モデル線～ 

1957 年 5月の講演会の様子 

（提供：（公財）鉄道総研） 
建設中のモデル線（提供：星晃） 

１９５７（昭和３２）年５月、鉄道技術研究所は

講演会で「東京・大阪を３時間で結ぶ鉄道の建設

は技術的には可能」と発表。これを機に新幹線建

設の機運が高まる。 

車両や軌道、架線、信号など全ての分野にわたる

研究成果を実地試験で確認するため、綾瀬～小田

原間の約３７キロ区間に整備されたモデル線。 

（３）「夢の超特急」走る！ 

  ～モデル線での走行試験開始～

（４）東京から大阪までレールが繋がる 

～新幹線全線試運転・開業へ～ 

試作電車Ｂ編成（提供：星晃） 

１９６２（昭和３７）年６月からモデル線での走

行試験がスタート。仕様の異なる２編成を製作

し、新幹線の安全の礎を築いた様々な技術の確認

や乗務員の訓練が行われた。 

１９６４（昭和３９）年７月から、東京～新大阪

間の全線試運転を開始、そして「夢の超特急」は

着工から５年余、同年１０月１日に開業。 


